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本稿の目的は,戦 前期企業における会計システムの解明である。すでに会計史学

は,企 業会計の発達過程について豊富な研究成果を獲得 している。 しかし,そ こで

の研究動向は専ら理論的な分析が中心であり,企 業において帳簿組織や記帳法がど

のように実現され,ま た改善され,そ して様々な問題が処理されたのか,具 体的な

企業帳簿に基づいた実態的把握は皆無に近いといっても過言ではなし㌔

そこで本稿では,神 戸大学経済経営研究所が架蔵する貿易商社兼松の経営原資料

『兼松資料』から,同 社の帳簿組織の分析を試みた。明治期からシャンド・システ

ムを基本的な枠組みにしていた兼松の帳簿組織は,第 一次大戦の勃発と終了を契機

に限界を露呈して,昭 和初年に全面的な変更を余儀なくされた。本稿は過渡期にな

った大正10年前後に注目し,同 社の伝票処理過程のほか,仕 訳日記帳などの記帳方

法や各帳簿の転記過程を通 じて,そ の会計システムの実態を考察 した。

キ ー ワー ド 兼松 資料,シ ャ ン ド ・シス テム,商 品利 息,仮 勘 定

1開 題

われわれは前稿 において,兼 松商店(現 在の兼松株式会社,以 下は兼松 と略記)の 寄宿舎

制度と企業内教育の実態を分析 し,「第二次大戦以前の企業は学歴に基づ く強固な身分制社会

であ り,一 般労働者の階層は固定化 され,そ の生活水準は極めて低かった」とする通説に対
1)

して,相 対的賃金水準や主観的労働者意識の観点から疑問を呈 した。本稿では続いて戦前期,

特 に大正期の会計帳簿 に注目し,そ の経営や帳簿組織の特質を分析する。

現時点では,企 業の一次資料を用いて会計学上の批判的考察を試み ようとして も,残 念な

がら,日 本の会計学には日本企業の帳簿組織 に関す る命題 自体が存在 していない。即ち,従

来の 日本の会計学は米欧研究の検証が中心で,日 本会計史の泰斗である西川孝治郎氏の諸論

考 を見ても,外 国の簿記や会計書物に関する研究はあるものの,そ れが実際に適用された日
2)

本企業の事例研究は,ほ ぼ皆無であるといってもよい。その最大の理由は,分 析素材 となる

べ き企業資料の乏 しさにある。

『兼松資料』には,貿 易商社兼松の約半世紀に達する長期間の会計帳簿がほぼ完全な形で

残 っており,帳 簿組織 ・記録方法,利 益計算方法 ・評価論,本 支店会計,外 国支店会計 など
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興味は尽 きない。 しか しその帳簿組織の全体構造はいまだ明らかにされておらず,ま た膨大

な情報を内包する 『兼松資料』か ら,一 本の論文で帳簿組織の全容 を解明 し提示することは

容易ではない。そこで本稿は大正期の帳簿組織や記録方法 に論点 をしぼ り,他 の会計上の諸

問題は遂次,別 稿 において分析結果 を報告することにしたい。

2『 兼松資料』 と会計帳簿

まずは本稿が分析す る貿易商社兼松の沿革 と,『兼松資料』の概要を述べたい。

2.1創 業～大正末年の経営状態

兼松は1889(明 治22)年 に神戸で創業 した。創業者の兼松房治郎 は1845(弘 化2>年 に大

阪で生 まれ,明 治初年 に横浜の外国語学校で学んで大阪に戻 り,29歳 のときに三井組銀行部

に入社 した。銀行では当座掛長兼貸付掛長などの実務に就 き,そ の勤務中には大阪の米商会

所や商法会議所の設立 に奔走 した。37歳 で三井組を辞職 した後は,大 阪商船会社の創立委員

の一人として尽力 し,ま た休刊 していた大阪毎日新聞を主幹 として再建するなど,様 々な事

業 を企画実現 している。

兼松房治郎が,日 本 と豪州(オ ース トラ リア)の 直接貿易 を目指 して神戸で貿易商社 を興

したのは,当 時の社会では老年 と呼ばれ る45歳のときであった。その頃の日豪貿易は外国人

商人に掌握 され,兼 松房治郎は自ら豪州を訪れて産業や国情 を視察 し,日 本人による日豪間

の貿易業の開拓を目指 した。創業の翌年にはシ ドニー支店を開設 し,数 年前に香港で知己を

得た若年の北村寅之助 にシ ドニー支店を任せた。

明治30年 代には清国 との貿易 も開始 し,牛 荘(現 在の遼東半島付近)や 上海に店員を派遣

した。 しか し1900(明 治33)年 に開設 した上海支店は,翌1901年 の恐慌 によって同年6月 に

早 くも閉鎖 され,恐 慌 をお して同1901年 に設置 した牛荘出張所 も日露戦争の勃発に伴 って

1904年 に撤収 された。

この後,兼 松が再び豪州以外 に商圏を拡大するのは第一次大戦 からであり,豪 州羊毛が英

国政府によって管理徴発されたのを契機に,南 阿(南 アフ リカ)や 南米の羊毛輸入を開始 し

た。大正中期の売上構成は,輸 入は豪州6割 ・南阿4割,輸 出は豪州3割 ・南阿3割 ・南米

4割 であった。昭和期 には,さ らに北米や中近東,中 国,東 南アジアに取引範囲を広げてい

る。参考までに,表1に 兼松の業績 と店員数の変遷を提示 した。売上高の内訳は輸入・輸出・

内国売買に区分 される。大正後期以前の売上高の大部分は輸入業務で得 られたものであり,

輸出や内国売買は昭和期になってか ら大幅に増加 している。

兼松 は数度にわたって改組 し,1889〈 明治22)年 に個人商店で創業 したのち,1912(大 正

元)年 に匿名組合,翌1913年 に合資会社,そ して1918(大 正7)年 に株式会社 となった。本
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表1売 上高と店員数 単位:千 円,人

年 売上高 輸 入 輸 出 内 国 店員数

1890(明 治23)年 50 9

1900(明 治33)年 1,100 40

1910(明 治43)年 3,500 20

1915(大 正4)年 18,000 (479) (43) (12) 50

1922(大 正11)年 33,500 29,700 2,170 1,630 80

1930(昭 和5)年 28,806 22,244 5,491 1,071 140

1935(昭 和10)年 60,119 27,956 18,086 14,077 270

・1920年 の数値 は不 明で あるので,1922年 で代 替 したe

・店 員数は 日本 と豪州の 日本人男 子人数 であ るが,史 料的 制約 か ら数人の誤差 があ るので概

数 として提示す る。

・1890～1915年 の売上高の 内訳 は不明 であるが,参 考 まで に1915年 は輸 入 ・輸 出 ・内国売買

の利益 額 を提示 した。

稿が分析す る大正年間は急激な業務の拡大 と,個 人商店から匿名組合へ,そ して合資会社か

ら株式会社へ とい う組織変更,そ して,そ れ らに伴 う帳簿組織の改変で特徴づけられる時期

である。 とりわけ業務の拡大は著 しく,売 上高は第一次大戦 によって急速に伸び,大 戦が勃

発 した1914年 の売上高は7,000千 円であったの に対 し,1915年 は18,000千 円に倍増 し,さ らに

1916年 は22,500千 円に達 した。

営業規模の著 しい膨張は"経 営 と帳簿"の 問題を重大化 した。兼松の諸資料は,大 正中後

期は商務の激増 と帳簿の混乱から,重 役であっても自社の経営状態を把握で きない危機的状

況が生 じたことを述べ る。次の資料は大正末年に神戸本店取締役の前田卯之助が退任 したと
3)

き,同 じく神戸本店取締役であった藤井松四郎による送辞の一部である。

大正九年ノ恐慌二当リ,我 等ノ同業者中ニモー敗地二塗 レテ再 ピ起ッ能ハザルモノガ数

多ア リマシタガ,是 等ノ内ニハ其経営ガ放漫ニシテ到底救助 ノ途ノナイモノモ御座 リマ

シタケレ トモ,中 ニハ帳簿ヤ組織ガ不完全ニシテ,其 現在ノ立場ガ明ラカナラザル為メ

二 意 二 悲 運 二 陥 ッ タ モ ノ モ ア リマ ス

前 田 重 役 ハ,此 間 ノ実 地 ヲ体 験 セ ラ レタ ル 結 果,果 然,商 店 二於 テ ハ 十 日毎 二 詳細 ナ ル

TrialBalanceヲ 作 ル 制 度 ヲ設 ケ ラ レ,我 等 ハ 何 時 ニ テ モ 直 チ ニ業 務 ノ全 体 ノ立 場 ヲ知

リ得 ル コ トハ,商 店 ノ私 二 誇 トシ テ居 ル 所 デ 御 座 リマ ス

この資料は経営判断と帳簿の関連性が,と りわけ鮮明に顕れている。即ち大正9年 の戦後恐

慌の際には,放 漫経営 もさることなが ら,帳 簿が不備であるために経営者が自社の情況 を理

解で きず,経 営破綻 に追い込まれた企業が多かった という。兼松でも,第 一次大戦の終結に

伴 って大量の注文キャンセルが発生 し,在 庫高や支払金額の把握が困難になったことが記録
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されており,こ の資料の文言は,兼 松で も帳簿組織が限界を露呈 し,経 営判断が阻害された

ことを証左 している。そうした事態を打開するため,前 田卯之助は10日 ごとに試算表を作成

して確実に現状を把握する制度を創設し,そ れによって的確な経営状態の掌握が可能になっ

た と藤井松四郎は褒賞する。

経営は帳簿組織の実効性に依存 し,こ こで藤井が述べた短期 日ごとの試算表の作成以外 に,

仮勘定帳や日記帳の位置づけも兼松社内で再検討され,大 正末年から昭和初年には大幅な帳

簿組織の刷新が断行 された。このように兼松が帳簿組織を改変 した動機は,企 業の浮沈 と切

実かつ密接 に関係 していたことに注 目しておきたい。

2.2帳 簿組織の概要

神戸大学経済経営研究所は,兼 松の創業 まもない明治20年代末から第二次大戦直前の時期

まで約2300冊 の会計帳簿を架蔵する。これは当時の神戸本店で作成された帳簿 をほぼ完壁に

網羅 し,現 在で も財務諸表 を作成で きるほどに充実した内容である。神戸本店の会計帳簿が

表2で ある。本表は,期 間を明治中期の創業か ら第二次大戦が勃発 した1941(昭 和16)年 ま

でに区切ったものの,同 年以降の帳簿 も残っている。 また東京支店や シ ドニー支店などの支

店連結帳簿類 は掲載 しておらず,こ こに掲示 した帳簿は 『兼松資料』 を構成する全帳簿の一
4)

部 にす ぎない。また,こ の表で掲示 した各帳簿は,時 期によって名称が微妙に異なるものが

多 く,そ れらは同一種類の帳簿 として冊数を計上 した。

さて表2に 掲載 した様々な帳簿では,帳 簿組織に しめる位置や時期的連続性 などから,総

勘定元帳,日 記帳,輸 出入商品の勘定帳,経 費勘定帳に注 目できる。総勘定元帳は1896(明

治29)年 から1941(昭 和16)年 まで,ほ ぼ欠落な しに連年にわたって残る。日々の取引を詳

細 に記録 した 日記帳は,1892(明 治25)年 から1926(大 正15=昭 和元)年 まで68冊 が伝来す

る(日 記帳は1926年 に廃止された)。

輸 出入の会計帳簿の変遷を理解す るには表2だ けでは不充分であり,図1に その変遷過程

を整理 した。ここで見 るように,輸 出入取引の会計鰻簿は数次にわたって帳簿組織が複雑に

変化 している。輸入商品の会計帳簿の場合,当 初の輸入商品勘定帳は1914(大 正3)年 に仕

入勘定帳 と売上勘定帳 に分離 し,2年 後の1916(大 正5>年 には輸入商品勘定帳に統合され,

1931(昭 和6)に 再び仕入 ・売上の2つ の帳簿 に分けられた。1894-・-1914年と1916-・1931年

の輸入商品勘定帳の内容は同質であ り,ま た1914～1916年 と1931年 以降の輸入商品仕入(及

び売上)勘 定帳の記帳内容 も同質である。あたか も相似形のように2回 にわたって分裂 と統

合 を繰 り返 している。

輸出商品の会計帳簿 も基本的に輸入商品と同様のプロセスをたどり,時 期的に もほぼ重な

っている。ただ し輸出商品勘定帳は仕入 と売上に分裂 したのち,輸 出商品勘定帳 に再統合 さ
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表2本 店帳簿の概要

決 算書 類

試 算表

3,総 勘 定元帳

日記帳

現金 当座 預金 勘 定帳

6.銀 行勘 定帳

受取 手形 勘 定帳

信 用 状発 送勘 定帳

売掛 金勘 定帳

10。 人名勘 定 帳

11.内 国得 意 先勘 定帳

12.海 外得 意 先勘 定帳

13.諸 株券 ・公債証 書元 帳

14.仮 勘 定帳

15.未 収金 ・前渡金 勘 定帳

16.支 払手 形 ・割 引手形 勘定帳

17.輸 出入 荷為 替 手形勘 定帳

18.預 り金 勘 定帳

19.預 り担保 勘 定帳

20.雑 勘 定帳

21.資 本金 及積 立金 勘定 帳

22.外 国輸 入商 品勘定 帳

23.外 国輸 入商 品売上 勘 定帳

24.外 国輸 入商 品仕 入勘 定帳

25.外 国輸 入 商 品有高 勘 定帳

26.外 国輸 出商 品勘定 帳

27.外 国輸 出商 品売上 勘 定帳

28.外 国輸 出商品 仕入 勘 定帳

29.豪 州輸 出商品 勘定 帳

30.南 阿輸 出商品 勘定 帳

31.南 米輸 出商 品勘 定帳

32.諸 方面輸 出商 品勘 定帳

33.輸 出 明細帳

34.内 国売 買商 品勘 定帳

35.内 国売 買商 品売 上勘 定帳

36.内 国売 買商 品仕 入勘 定帳

37,売 上 ・仕 入勘定 帳

38.委 託 品 ・受託 品勘 定帳

39.利 息勘 定帳

40.雑 費 ・経 費勘 定 帳

41.不 動産 収支 ・雑 損益 勘定帳

42.損 益 勘 定帳

43.伝 票

44.為 替 相場 約 定帳

45,蚕 糸部 ・肥料 部 勘定 帳

46.日 濠 館勘 定帳

1916(大 正5)～194工(昭 和16)年

1899(明 治32)～1942(昭 和17)年

1896(明 治29)～1941(昭 和16)年

1892(明 治25)～1926(大 正15)年

1890(明 治23>～1926(大 正15)年

1893(明 治26)-1941(昭 和16)年

1897(明 治30)～1941(昭 和16)年

1921(大 正10)～1941(昭 和16)年

1897(明 治30)～1924(大 正13)年

1921(大 正10)～1941(昭 和16)年

1923(大 正12)～1941(昭 和16)年

1923(大 正12)～1941(昭 和16)年

1895(明 治28)～1913(大 正2)年

1899(明 治32)～1921(大 正10)年

1896(明 治29)～1941(昭 和16)年

1897(明 治30)～1941(昭 和16)年

1897(明 治30)一 一1941(昭 和16)年

1894(明 治27)～1941(昭 和16)年

1928(昭 和3)一 一1934(昭 和9)年

1893(明 治26)一 一1921(大 正10)年

1913(大 正2)～1924(大 正13)年

1894(明 治27)～1931(昭 和6)年

1914(大 正3)～1941(昭 和16)年

1914(大 正3)～1941(昭 和16)年

1898(明 治31)～1941(昭 和16)年

1906(明 治39)一 一1919(大 正8)年

1914(大 正3)一 一1941(昭 和16)年

1914(大 正3)～1941(昭 和16)年

1919(大 正8)～1931(昭 和6)年

1919(大 正8)一 一1931(昭 和6)年

1918(大 正7)一 一1931(昭 和6)年

1928(昭 和3)～1931(昭 和6)年

1896(明 治29)～1914(大 正3)年

1902(明 治35)～1931(昭 和6)年

1914(大 正3)一 一1941(昭 和16)年

1915(大 正4)～1941(昭 和16)年

1901(明 治34)一 ・1925(大 正14)年

1889(明 治22)一 一1921(大 正10)年

1895(明 治28)～1941(昭 和16)年

1894(明 治27)～1941(昭 和16)年

1923(大 正12>一 一1941(昭 和16)年

1887(明 治20)一 一1938(昭 和13)年

1905(明 治38)～1941(昭 和16)年

1912(大 正 元)-1941(昭 和16)年

1896(明 治29)～1918(大 正7)年

1911(明 治44)～1925(大 正14)年

珊
器

麟

濡

鋸

翔

珊
蠕

器

鶉

濡

謂

難

翻

珊
囎

課

罵

躍

需

謂

糊

講

鵜

珊



50 第192巻 第1号

図1帳 簿系譜図

〈輸入商 品勘定帳〉

璽灘欝[1灘1鰭1識謙惚難[灘纏=
(1914--1916)(1931-一)

〈輸出商 品勘定帳〉

懸藏鵡灘糠
(1914～1916)

州 輸 出 商 品 勘 定

(1919～1931)

南 阿 輸 出 商 品 勘 定

(1919～1931)

南 米 輸 出 商 品 勘 定

(1918～1931)

諸 方面 輸 出商 品勘 定

(1928～1931)

出商 品仕 入 勘 定 隈 一一

(1931～)

出商 品 売上 勘 定帳 一 一

(1931～)

れたものの,豪 州 ・南阿 ・南米 ・諸方面の地域的に区分 されたうえで商品勘定帳 となった。

仕入 ・売上帳簿から商品勘定帳 に再統合されるまで図1で は数年の空白期間があり,1919年

の豪州や南阿の輸出商品勘定帳 には背表紙に 「1」 とナンバ リングされているので,そ れ以

前の仕入 ・売上帳簿が欠落 したと推測される。南米帳簿の起点は豪州 ・南阿より1年 早 く,

また図では諸方面帳簿は1928年 が起点になっているが,実 際には,そ の数年前か ら南阿帳簿

の末尾に諸方面取引が補足 され,1928年 に独立 した1冊 の帳簿になった。

このほか表2で 明らかなように大正年間が起点,あ るいは終点の帳簿が多 く,同 社の帳簿

組織 において大正期が重要な時期であったことが読み取れる。

3大 正期の会計帳簿の体系

上記のように 『兼松資料』に占める会計帳簿の存在 は質量 ともに大 きく,そ こか ら生 まれ

る問題 はきわめて重要である。会計研究者 としては,直 ちにその全貌を解明したい という衝

動 に駆 られるものの,何 分にも膨大な資料ゆえに,そ の糸口は見出 しにくい。兼松が創業 さ

れた明治期の記録から順次現代へ と時系列的に分析するの も一つの方法であるが,本 稿は明

治期か ら昭和期の半ばの時期に位置 し,ま た帳簿組織が著 しく変質 しつつあった1921(大 正

10)年 前後の会計記録 を解明すべ き出発点とする。同時期は兼松の経営業績が躍進すると同

時に,帳 簿組織の限界が見えて くる時期である。当時の会計記録の方法 を再現 し,そ れ まで

の帳簿組織 の発達過程 を念頭におきなが ら,具 体的にどこに不備が生 じ,そ して,ど の方向

に向かってい くようになるのか という点 を整理することにより,兼 松の会計資料の基礎構造

を解明する手掛か りを得たい。

大正10年3月 に兼松で記録 されていた会計帳簿は以下のようである。

試算帳,総 勘定元帳,日 記帳,現 金出納帳,銀 行勘定帳,(銀 行及預金勘定帳),請 取(受
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取)手 形勘定帳,仮 勘定帳(大 正10年3月 まで,以 後 は未着商品勘定帳),人 名勘定帳,

未払金 ・人名勘定,割 引手形勘定帳,輸 出入荷為替手形勘定帳,預 り金勘定帳,雑 勘定

帳,資 本金及積立金 ・公債及有価証券 ・地所家屋勘定帳,外 国輸入商品勘定帳,外 国輸

入商品有高帳,外 国輸出商品勘定帳,外 国輸 出商品有高帳,内 国売買商品勘定帳,仲 介

業売上帳,委 託品及雑勘定記入帳,利 息勘定帳,経 費勘定帳,為 替相場勘定記入帳,東

京支店勘定帳,支 度尼支店勘定帳,豪 州輸出商品勘定帳,南 阿輸出商品勘定帳,南 米輸

出商品勘定帳,そ して現金式伝票である。

本章では,上 記の帳簿体系に基づ く会計記録のあ り方を,部 分的にではあるが,再 現 してみ

ようと考える。

第一 に,現 金式伝票や個 々の記録 を合計転記 した現金式仕訳帳,あ るいはE記 帳が存在 し

ている点か ら,兼 松の帳簿組織の本質は伝票式現金日次総合仕訳帳制,即 ち別称 「シャン ド・
5>

システム」 といわれる記帳システムの発展形態であると判断される。創業者の兼松房治郎が

銀行に勤務 した経歴 を持っていたこともあって,当 時の銀行で一般的に採用されていた記帳・
6)

仕訳システムを取 り入れていたのであろう。

補:シ ャン ド・システムの解説

ここでシャンド・システムに関 して,最 低限の解説を挿入する。当該記帳 システムは,

基本的には現金式仕訳法 といわれる擬制取引記録 システムである。 もちろん現実には,

すべての取引が現金の授受 を伴うわけではないが,当 該システムは,あ たかも,そ の よ

うに擬制 して,あ らゆる取引が現金の授受を伴ったかの ように記帳(伝 票記入)す るとい

う点が特徴 になっている。例えば,掛 売 りで商品10,000円 を売 り上 げた場合には,通 常

の簿記では,

①(借 方)売 掛金10,000(貸 方)売 上10,000

と仕訳するが,当 該 システムでは,

②(借 方)現 金10,000(貸 方)売 上10,000

と現金で売 り上 げがあったかのように擬制仕訳を想定 し,さ らに,そ の上で

③(借 方)売 掛金10,000(貸 方)現 金10,000

という現金 と売掛金を交換 したような擬制仕訳 も想定する。

そしてこれを(仕 訳)日 記帳 に記帳するために,実 際には振替仕訳を行 うが,

④(借 方)売 上10,000(貸 方)売 掛金10,000

と仕訳す る。理論的には,こ の仕訳は必ず しも伝票を用いる必要はないが,実 際の 日常

業務では振替伝票が使われる。当該伝票の借方 ・貸方 ともに現金であると想定 し,そ の

相手方勘定のみを記入す る,い わば現金勘定は書かずに,② と③の仕訳を記述 した もの
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だ という考え方に拠っている。これがそのまま,(仕 訳)日 記帳に転記 される。したがっ

て(仕 訳)日 記帳 には,通 常の仕訳帳イメージとは貸借逆に各勘定科 目が記録 されると
7)

いう特徴が,ま ず認め られ ることになる。 また現金の収支 を伴う取引は現金勘定を書か

ないので,入 金伝票,出 金伝票 という一方の側のみの勘定科 目を記 した仕訳か,あ るい

は伝票 となる。

大正期の兼松帳簿

上記の現金式仕訳法(シ ャン ド・システム)の 特徴 を,実 際の兼松の記帳方法ではどのよう

に表現 されているかを確認 しておこう。個 々の企業取引は,現 金の収支が伴わない場合 は前

述のように振替伝票に仕訳 され,そ の伝票の写真1頁 を以下に掲載 した。この事例 に基づ き,

まず費用の発生 にかかわる仕訳を検討す る。また以下の帳簿の検討では,で きるだけ大正10

年3月1日 になされた取引を観察事例 として用いることにしたい。

当該の振替伝票に記 された取引は,大 正10年3月1日,シ ドニー支店従業員が消費する台

所用缶詰9個(販 売目的ではない)を,神 戸本店が平素から輸出商品を仕入れていた刀彌商

店から購入 して船荷で送 り,そ の費用を横浜正金銀行(YSB)振 出の小切手(番 号2271)

で支払 った という,何 の変哲 もない日々の雑費に関する取引である。現金収支がないので,

振替伝票で仕訳することになり,そ れが以下の記録である。

現金式伝票の記録

(借方)当 座預金142.65(貸 方)経 費(缶 詰代及び輸送費)142.65
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問題 は,こ の1枚 の振替伝票 を(仕 訳)日 記帳に転記する際に,そ の転記方法が兼松独 自の

方法 で行なわれたという点である。兼松は詳細な経営情報を得 る目的で多数の補助簿や勘定

元帳 を作成 し,そ のために(仕 訳)日 記帳 に記録するときに,各 帳簿 にさらに転記するべ き

仕訳を行なっている。それによって本来ならば簡単な上記の振替仕訳で済むはずであるが,

実際の兼松の(仕 訳)日 記帳には

(借方)振 替摘要

仕入先

経 費

(注)上 の引用 で は,

は,

摘 要 金 額

(銀 行)

YSB142.65

(仕 入 先)

缶 詰代142.65

(貸方)振 替摘要

YSB

仕入先

摘要

(仕入先)

缶詰代

(経費)

缶詰代

金額

142.65

142、65

記帳 が貸 借 同一水 平水 準 に記 され てい る ように見 え るが,実 際 は4つ の記録

1日 の記録 の 中 で も頁 はバ ラバ ラに離 れて 出て くるの で,関 連取 引 で ある こ とを後 か ら記

帳者 以外 の もの が辿 るの は困難 が伴 う。

という二重の仕訳がなされている。この仕訳は当該取引の三つの側面を記録 し,そ れは情報

収集の目的に有用であったと評価できる。即ち,横 浜正金銀行(YSB)の 当座預金 を基 に

小切手を振 り出 して缶詰を買ったという記録 を銀行勘定帳に,小 切手を振 り出 」て缶詰を買

って経費が発生 したという記録を経費勘定帳に,輸 出仕入先(刀 彌商店)よ り経費 として缶

詰を買ったという記録 を人名帳に,そ れぞれ記録することができるのである。必要な経営情

報を入手すべ く,兼 松ではシャンド・システムの基本原理を踏 まえなが ら,各 種の揃えてい

る帳簿 に応 じて,(仕 訳)日 記帳 に伝票の仕訳を臨機応変に転記 している。

また現金収支が伴ったものについては,入 金伝票や出金伝票に仕訳 した後に,(仕 訳)日 記

帳に転記 して一括仕訳されていたと考えられる。大量の振替伝票が残っているにもかかわら

ず,大 正期の両伝票は1枚 も残ってお らず,入 金伝票や出金伝票は元来存在 しなかったとい

う推測 も成 り立つ。 しか し(仕 訳)日 記帳のほか,現 金出納帳や豪州輸出商品勘定帳の記入

を子細に観察するならば,現 金 を伴った1日 の取引が相手勘定ごとに整理記入され,さ らに

(仕訳)日 記帳 と豪州輸出商品勘定帳の2つ の帳簿 にまたがって取引が複式記入 されている。

同時に(仕 訳)日 記帳 と現金出納帳,そ れに豪州輸出商品勘定帳では現金の収支を伴 う取引

は複式記入されていない。従って1日 の中で時問を追って起こる現金取引に関 して,こ のよ

うに整理 して記録するためには,逐 次記録 した 「原始記入」が必要不可欠であり,入 金伝票

や出金伝票,あ るいは少な くとも備忘録が作成された可能性は大きい。おそ らく資料保存の

過程 において,振 替伝票,入 金伝票,出 金伝票 はそれぞれ個別 に保管 された ものの,い ずれ
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かの時点で何 らかの理由により,入 金 と出金の両伝票は失われたと推測 される。

例えば,輸 出部が井上商店(井 上油店)か ら機械油を現金4円70銭 で購入 した場合に,(仕

訳)日 記帳 には,貸 方にだけ,以 下の記入が見 られる。

振替摘要 摘 要

(輸出)

機械油 井上商店

現金支払

4,70

振替摘要が現金勘定の場合 には,当 該欄には何 も記入されない。そして豪州輸出商品勘定帳

の諸費勘定の借方側 に

摘 要

機械油10 井上油店

借 方

4.70

と記入 されている。上記で述べたように,帳 簿間で複式記入がなされているかの ようなクロ

ス転記による記帳方法である。他方,同 様の取引が,現 金 出納帳には,

摘 要

輸 出 井上油店

出 金

4.70.

と記録 されている。このことから,(仕 訳)日 記帳の貸借は均衡せず,現 金収支差額だけ差額

が発生する。

以上は経費等の発生に関する記録方法であるが,次 に兼松の事業本体である商品の売買取

引がどのように記録 されているかを見ておこう。

例えば,輸 入 したScouredWoo1288ポ ン ドを,ポ ンド当たり1円40銭 で,羊 毛紡織株式

会社に貸 し売 りで売却 した取引では,当 該売上は以下のような振替伝票が書かれる。

(借方)輸 入倫敦羊毛403.20 (貸方) 貸 売403.20

これが(仕 訳)日 記帳に記録されると,

(借方)振 替摘要 摘要

(輸入)

金額 (貸方)振 替摘要 摘要 金額

(貸売)
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輸入倫敦羊毛403.20貸 売

*振 替摘要が現金勘定ではないが,こ こでは振替摘要欄が空白である。

403。20

55

そして,こ れ ちは各個に輸入商品勘定帳 と人名勘定帳にクロス転記される。

ここまでの仕訳で,あ る程度推測されるように,明 らかに混合商品勘定記入が行なわれて

いる。ただ し輸出入商品ごと(例 えばロンドン羊毛,フ レンチ ・トップ)に 混合記録 される

場合 もあ り,ま た複数の商品をさらにまとめて取引地(例 えば豪州,南 阿,南 米)単 位で記

録する場合 もある。

そこで次に取引先別,商 品溺の記録方法をたどっておこう。

大正ヱ0年3月1日 に,オ ース トラリアへ輸出するブラウン ・タオルを,仕 入先の 日本浴 応

株式会社から購入 したとき,輸 出部の振替伝票 には以下のように記録 された。

今

解

庶!

借方

(輸出仕入先)

日本浴巾株式会社1900.86

貸 方

(豪州 タ オ ル)

1900.86

そ して,(仕 訳)日 記帳に以下のように転記されている。

(借方)振 替摘要 摘要 金額

(輸出仕入先)

(貸方)振 替摘要 摘要

(輸出)

金額
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輸 出Brown日 本 浴 巾1900.86仕 入 先Aust.Towe11900.86

*い うまで もな く,こ の 貸借 記入 は 日記帳 の 同位 置 の貸借 に併 記 され て いる訳 では な く,同 一 日

の異 な る頁 に現 れ る。 また振替 伝票 で は3月1日 の取 引記録 で あ るが,帳 簿 では3月2日 の記

録 と して現 れて い る。

さらに人名勘定帳に記録 されると同時に,豪 州輸出商品勘定帳のタオル勘定に借方記入さ

れる。豪州への輸出商品はタオル以外にも,帳 簿 目次か ら莫大小(メ リヤス)製 品 ・反物 ・

油類 ・板紙 ・天産物 ・医薬及び工業薬品 ・硝子製品 ・板硝子 ・糸屑 ・雑品 ・新聞更紙が勘定

科 目として確認できる。各勘定に当該商品の輸出業務の諸経費が記録 されるとともに,各 勘

定 に直接チャージできないものが,豪 州輸出商品勘定帳の中の一般経費 として認識されてい

る。一般経費は最終的には損益計算書で輸出豪州勘定に含 まれることになる。各商品勘定は

3月31日 に締め切 られ,ま ず棚卸がなされて次期繰越分が確定され,そ の後 に利益が確定 さ

れ,損 益勘定に振 り替えられる。ちなみに損益勘定では各商品の損益 を個別に計上するので

はな く,各 輸出商品の売買結果 を合計 して 「輸出 豪州」という摘要で,利 益が出た場合に

は貸方に,損 失が出た場合には借方に表記 される。別個に認識された諸経費は,そ のまま損

益勘定に他部門の同種諸経費 と合計 されて借方記入される。

次に商品が売却 された場合の記帳,即 ち収益認識の記録について検討する。大正10年3月
8)

2日 に,豪 州 か らの輸 入 商 品 のOleineを 日本 毛 織 株 式 会 社 に14,270 .46円 で貸 し売 り した時

の 仕 訳 を見 て お こ う。 まず は以 下 の よ う な振 替伝 票 が 切 られ る。

要

方借

摘

貸方

摘 要
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振 替 摘 要(輸 入)振 替 摘 要(貸 売)

貸 売TangosOleine14,270.46TangosOleine14,270.46

日本 毛 織 日本 毛 織 株 式 会 社

*も ち ろん貸 方 と借 方 は水 平 に隣 り合 って仕訳 記 入 され てい る もの では な く,同 一 日の記録 の 中 で

はあ る もの の2頁 離 れ て記 され て いる。貸 方側 の振替 摘要欄 は空 白で あ る。

当該記録 は,さ らに総勘定元帳の貸売勘定にクロス転記され借方記入されるとともに,外 国

輸入商品勘定帳の01eine勘 定に転記 されて貸方記入される。 また外国輸入商品勘定帳で も

商品勘定ごとに棚卸がなされて次期への繰越分が確定され,総 勘定元帳の外国輸入商品勘定

には在庫在高が記録 され,そ れに基づいて貸借対照表が作成される。従 って外国輸入商品勘

定帳の各商品勘定では,期末在高が判明すれば混合商品勘定として損益が計算でき,それが損

益勘定に振 り替えられる。上記の01eine勘 定の3月31日 の決算 日の記入を再現 しておこう。

日付

大正10年3月31日

摘 要

● ● ● ○ ● ● ● ●

■ ■ ● ■

次期へ

損益へ

o■ ■ ○

21032.22

1638。00

116212.99 116212.99

ちなみに外国輸入商品勘定帳で も同様の処理が行われてお り,同 帳簿冒頭の索引では輸入商

品の英語名がABC順 に整理され,そ の数は60種類に達する。

続いて,輸 入商品の販売に関 しては,東 京支店 との取引が重要である。その会計記録 につい
　ラ

て見 て お こ う。 大 正10年3月1日 に,支 払 手 形 を発 行 して輸 入 した 商 品(Mungo,Waste)

を,東 京 支 店 で販 売 す る た め に,そ の管 理 下 に移 した とい う取 引 の仕 訳 で あ る。(仕 訳)日 記

帳 は,以 下 の よ うで あ る。

振替摘要

仕入

借 方

摘 要

(東 京 支 店)

No.2894.25

No。295315.00

振替摘要

東京支店

貸方

摘 要

(輸 入)

印紙代

商品名

4.25



58 第192巻 第1号

図2貸 借対照表/大 正10年3月31日

借 方 貸 方
摘 要

金 額 金 額

資 本 金 2,000,000.00

積 立 金 1,500,000.00

41,000.00 公 債
200,000.00 日本浴布株式会社株式

650,000.00 地 所 家 屋

28,131.51 外 国 輸 出 商 品

1,380,412.81 外 国 輸 入 商 品

輸 出 入荷 為 替 手形 235,114.49

2,968,852.06 請 取 手 形

割 引 手 形 1,442,012.39

37,523.24 銀 行

預 り 金 475,547.97

230,421.08 貸 売

202,099.12 輸 出 為 替 付 貸 売

輸 出 商 品 仕 入 先 1,180.64

仮 勘 定 20,341.58

456,857.84 支 度 尼 支 店

945.16 金 銀

濠 州 分 譲 羊 毛 136,594.67

本 期 純 益 385,451.08

16,196,242.82 6,196,242.82

No.296

No.298

No.299

No.300

4.80

564.71

170.15

146.43

名

名

名

名

品

品

品

品

商

商

商

商

*借 方番 号 は,支 払 手形番 号 を示 してい る。

さらに,外 国輸入商品勘定帳 と東京支店勘定帳に転記される。

いうまで もな く,こ れまでに見てきた取引記録は各該当帳簿 にクロス転記され,集 計 され

て最終的に損益計算書 と貸借対照表が作成され る。 しか し,そ こでは注目すべ き点がある。

それは総勘定元帳の構成である。その内容は

資本金,積 立金,有 価証券,地 所家屋,外 国輸出商品,外 国輸入商品,内 国売買商品,

輸出入荷為替手形,請 取手形,支 払手形,割 引手形,銀 行,預 け金,預 り金,貸 売,輸

出為替付貸売,輸 出商品仕入先,仮 勘定,支 度尼支店,東 京支店,利 息,経 費,雑 損益,

日濠館,金 銀,前 期繰越金,本 期損益
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図3損 益計算書/第 六期(大 正9年10月1日 ～大正10年3月31日)

59

小 計 合 計
摘 要

損 失 利 益 損 失 利 益

輸出 濠州 196,110.60

南阿 43,894.32

南米 152,461.67 304,677.95

輸入 濠州 226,360.12

南阿 319,259.30

南米 14,043.78

倫敦羊毛 9,344.14

佛 国 トップ 9,330.04

雑損益 6,320.50 85,161.80

内国 3,394.28 3,394.28

利息 利息 87,588.88

割引料 14,220.09

公債利子 1,100.00

商品 57,135.42 131,604.21

経費 兼松未亡人への贈呈金 15,000.00

諸税 52,579.82

退職慰労金 24,530.00

俸給 411564.00

旅費 4,461.67

乗車賃 864.36

通信 2,513.63

文具費 2,337.45

新聞雑誌書籍 807.76

従務員賄費及寄宿舎費 2,113.65

薪炭点灯費 2,086.47

東京支店借家料 1,356.00

雑費 9,689.37 159,904.18

雑益 3,618.44 3,618.44

日濠館 貸室料 14,175.00

経費 971.03

諸税 1,020.06 12,183.91

支度尼支店純益 4,714.67 4,714.67

159,904.18 545,355.26

純益 385,451.08

545,355.26 545,355.26
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図4会 計帳簿の処理過程

損益計算書
各種補助簿

以上の27勘 定である。総勘定元帳は,現 代的には損益計算書及び貸借対照表 を作成する際の

各勘定の最終的な集計場所であ り,総 勘定元帳の勘定名を見る限 り,貸 借対照表を作成する

ために各勘定を合計転記す るための機能 を果 たしているように思われる。 ここでの損益計算

書のための勘定科 目は3つ だけであり,そ れ も特別な補助簿がない損益系の勘定が便宜的に

記 されているに過 ぎない。いみ じくも,財 産法的会計思考を見て取ることがで きる。

そこで大正10年3月31日 の(仕 訳)日 記帳を観察すると,損 益勘定項 目は,(仕 訳)日 記帳

を通 して,直 接に補助簿か ら損益 に振 り替 える振替仕訳がなされている。 しか し貸借対照表

項 目を残高勘定や貸借対照表勘定に振 り替 える決算整理仕訳は記されていない。

大正10年3月31日 の貸借対照表 と損益計算書を引用 しておこう。図2が 貸借対照表,図3

が損益計算書で,い ずれ も半年決算である。両財務表を見 るとき,と りわけ損益計算書の情

報量の多さに改めて注目され る。ここに記 した損益計算書以外にも,商 品別 ・地域別の詳細

な損益計算書が作成 されていたことが 『兼松資料』の諸資料で述べ られてお り,兼 松では上

記のような詳細な帳簿組織 に依拠 し,経 営に関する様々な情報 を得ようとしていたことが判

明する。従 って会計思想的には貸借対照表中心の財産法思考であるが,実 質的には貸借対照

表や損益計算書から得 られる経営情報を最大限に生かそうとする貧欲な姿勢が見て取れるの
10)

である。

これまでの論述を整理 しよう。大正10年 の時点における兼松の記帳の流れは,図4の よう

な構造であったと推測 される。 まず当時の兼松では発展型のシャン ド・システム,つ まり現

金式仕訳伝票 システムを採用 してお り,原 始記入として入金伝票 ・出金伝票 ・振替伝票があ

ったと考えられる。それ らの原始記入は,(仕 訳)日 記帳 に再度転記 されて,そ こで原始記入

の再整理が図られると同時に,重 要な経営情報 を含んでいると判断された場合 には,当 該勘
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定を統括する補助簿に も転記 される。さらに原則的に貸借対照表系勘定は総勘定元帳へ と転

記集計 され,貸 借対照表 を作成する基礎 となる。損益系勘定は,各 補助簿から,(仕 訳)日 記
　エ

帳での決算整理仕訳 を通 して,損 益勘定(計 算書)へ と集約 されてい く。

それ とは別に,詳 細な地域別 ・商品別の損益計算書が作成 されたほか,平 均10日 間ごとに

試算表が総勘定元帳の諸勘定を用いて作成されている。大正10年3月31日 直近で も,2月28

日,3月10日,19日,29日 そして31日 と計5回 作成されている。これは第2章 の前田卯之助

送辞の記述 と照応 し,迅 速 な会計報告制度の導入により,兼 松が経営状態の的確な把握を実

現 していたことを示 している。

4兼 松会計帳簿の特徴的処理

本章では,大 正～昭和初年の兼松 の会計帳簿記録で観察 される3点 の特徴的な処理を指摘

し,そ の会計史的意義を検討する。

4.1商 品利息

「商品利 息」が勘定科 目に導入されたのは1914(大 正3)年 である。その目的や商品利息
12)

の概要 については,次 の記事が詳述 している。

従来ノ決算二於テハ,輸 出入商品等二対シテ店内利息ヲ計算加除スルコ ト絶 テ無之,

自然各商品ノ損益数字不正確 ナルノ嫌 ア リシニッキ,当 期決算 ヨリハ期末二於 テ各商

品勘定年度内ノ貸借状態ヲ考察シ,相 当ナル店内日歩ノ精算ヲ遂グルコ ト・シタル結

果,輸 出品ハ仕入代金支払後,積 出シ荷為替取組迄,相 当ノ日字ヲ要スル関係上,又

肥料部ハ常二砂カラザル手持荷 ヲ抱擁 スル関係上,夫 々少ナカラザル利息ヲ負担セシ

メラレ,其 利益計上高ハ当然減退ノ傾向ヲ示 シタルニ反シ,輸 入商品二在 リテハ凡テ

九十 日払荷為替附価格ニテ入帳セラルs二 拘 ラズ,羊 毛及Topヲ 除キテハ,殆 ン ド凡

テ現金乃至六十 日延ニテ売却セル関係上,相 当ノ戻シ日歩 ヲ受クル結果,計 上収益高

ノ増加傾向著シキモノア リ

即ち,こ れまでは決算において輸出入商品の厳密な損益計算が,と もすれば不正確であった

ので,同 年からは厳密な損益の把握 をす るために商品利息 という制度 を導入 し,商 品ごとに

期末に借方(貸 方)に 期間利子を記録 したという。その意味するところは,輸 出すべ き商品

を国内で仕入れ,外 国に積み出すまで相当の 日数を要するが,そ の間,資 金が商品に固定 さ

れて しまっている。その固定された資金 に対す る機会費用 としての計算利息を,当 該輸 出商

品にチャージしようという発想である。実際には現金等の支出はない。
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商品利息は費用だけでな く収益項 目としても用い られており,例 えば,通 常の輸入商品は

90日 の荷為替付価格で仕入れているが,兼 松は現金あるいは60日 延払いで売却 し,資 金を支

払いに充てるので,早 めに商品代金 を支払っていることにな り,そ の分を割引 して もらえる

というのである。その割引分 を商品利息 として,貸 方記入している。これは今日的には仕入

割引処理すべき項目であ り,従 って輸出商品と輸入商品でそれぞれ借 方利息と借方利息にな

る公算が高いとはいえ,商 品ごとに収益項 目としての利息と費用項 目としての利怠の双方が

出る可能性はある。実際に兼松の帳簿では,輸 出商品 と輸入商品が各々借方利息 と借方利息

になるという原則 とは逆の仕訳 も見 られる。 こうした計算上の機会費用が当時の法律で許容

されていたか否かは定かではないものの,輸 出入商品の勘定帳では,ほ ぼ全ての商品勘定に

記述 されている。

このように,商 品利息は注目すべ き独特の勘定科 目であ り,商 品の受け入れと引渡 しの間

の時間的ズレを利息として認識 しようとする,き わめて現代的な経営感覚であった。ただ し
13)

利息勘定の算定には高度な計算技術が必要であ り,シ ドニー支店長の北村寅之助は

輸出入商品二対する利息勘定之件,四 方君御来示之通 り,如 何二 も明敏ニシテ頭脳緻密

ナル人ニアラサレハ,中 々面倒の事 と存候,而 も頗 る重要の勘定二御座候間,須 く錯誤

の生 し不申様,十 二分の御注意願上候,然 ラサ レは折角の計算無意味 と相成候ノ ミナラ

ス,或 は坪算 と相成候哉 も難計候

ここで北村は,商 品利息の概念はきわめて重要かつ有効であるので,そ の導入は是認 してい

るものの,十 分に注意 して計算 しなければ 「壺算」に陥る可能性があると戒めている。そ う

した危惧 を踏 まえつつ,商 品利 息は勘定科 目に定着 し㌧同年以降 も連年にわたって算出され

た。それによって損益計算の一層の的確な把握が可能にな り,ま た同時に,そ れを実現 した

高度な計算技術が兼松内部で育成 されていたことにも注 目したい。

4.2店 内家賃

「店内家賃」は,前 出に掲載 した損益計算書に減価償却費の認識がな く,ま た総勘定元帳

の地所家屋勘定に期末再評価を行った形跡がないことからも想像がつ くように,自 社の建物

に仮想の機会費用 として家賃を計算 ・設定する科目である。
14)

店内家賃が始まったのは1937(昭 和2)年 で,時 期 は少 し後になる。資料によれば,「帳簿

二明記セラレザル間接費用ハ,動 モスレバ当事者ノ採算上軽視セラレ,自 然錯覚 ヲ来ス嫌 ア

ル」ために,間 接費用 を厳格に算定するというのが導入の動機であった。その直接的な背景

は,大 正8年 まで本店社屋に使用 し,貸 事務所や貸倉庫 としてテナン ト収入を得ていた日濠
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館の空室増加であった。テナントの減少を契機 に 「商店ノ不動産収入著減 ノ折柄,之 ヲ機 ト

シテ店内各部二夫 レ夫 レ使用事務室,又 ハ倉庫等ノ店内賃貸料ヲ課シ,其 営業収支ヲ帳簿面

二明確ナラシムル」 という。換言すれば,同 じサービスを提供する建物でも,借 りた場合 に

は賃借料を支払わなければならないのに対 し,自 前の建物は資産計上 して償却分を認識 しな

い以上は,そ うした費用が計上 されないままになる。従って厳密な損益計算の立場か らは,

両者の比較考量をするときに,自 前の建物を有するときの費用認識 として自己家賃 を計上す

るというのは,理 にかなった発想であると評価 される。

商品利息 と同 じく店内家賃は間接経費の明確化であ り,精 密な損益計算 を目指 したもので

あった。店内家賃は商品利息 と同様 に,永 続的な勘定科 目として帳簿 に計上された。

4.3仮 勘定

ここで取 り上げる仮勘定は,前 二者 とは性格を異にする。前二者は法律的に許容 されてい

たか否かは別 として,あ る程度は合理的な処理であると評価できるものの,仮 勘定は著 しく

厳密性 に欠ける会計処理であったといわなければならない。

仮勘定は二つの目的で利用されている。一つは文字通 り,取 引が実際に行われたものの,

会計処理の確定には今少 し時間が必要であるような場合,仮 に当該勘定を用いて備忘的に仕

訳 をしてお くというときに利用され る。従 って本来的には速やかに消滅すべき科目であるが,

大正中後期 には商務の激増 に伴 う会計処理の遅れから当該勘定が巨額 に膨れ上が り,経 営全

体の動向を見誤 らせるまでになっていた。別の一つは自社の金銭 を従業員の私借に用立てた

時の備忘録 である。決算時 に返却されていないものは仮勘定 として,貸 借対照表に 「繰延」

処理をしている。ただ し二つの目的の仮勘定記録を相殺 し,期 末には一つの仮勘定 として貸

借対照表に計上 されるので,そ の意味は不明瞭である。仮勘定で本来相殺されるべ きでない

勘定が相殺 されるので,計 算される利益概念は曖昧なものとなり,こ れまた経営の動向を見

誤 らせ る危険性 を含んでいる。
15}

神戸本店重役の前田卯之助の説明によれば,

当店の仮勘定ハDrも 入 も同一の仮勘定 といふ総勘定元帖中の一科 目と相成居候為め,

其帳尻ハ仮定二三四五円の少額な りとも,一 歩其中へ這入候て見 ると,貸 借其々数十万

円といふ奇観を呈 し居 申候,[中 略]何 時迄 も此三間間口ても奥ハ千畳敷といふ仕組 を維

持致置候事ハ怪我の台二付,[中 略]速 か二之を改正 し,仮 払 と仮受の二目乃至未払金を

加へて三科 目二分割記帳の正道二引直すべ き覚悟二御座候

つまり仮勘定では相殺実務 も手伝って,表 面に顕れた期末金額が微細であって も,そ の内部
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に複雑な取引 と莫大な金額が隠されてお り,「間口三間,奥 は千畳敷」という迷宮的様相を呈

していた。経営状態の的確な把握には,そ の対策が急務になっており,そ の一手段 として大

正10年 には未着商品勘定帳を新たに設け,従 来は仮勘定 として処理 していた取引を未着商品

として認識 して管理するという改善策を採用 し,同 時に仮勘定帳は廃止 された。これは短期

日ごとに試算表 を作成 して現状 を理解 しようとする方針 と本質的に軌を一 にするものであ り,

経営判断に対する帳簿の重要性 を明示 している。

仮勘定は経営の根幹を揺 るが しかねない危険性 を内包 してお り,当 該勘定の問題は,や が

て兼松全体の会計システムの改革へ と結実していく引き金 になる。その問題については,ま

た稿 を改めて検討 したい。

5結 語

『兼松資料』を構成する会計帳簿は,そ の冊数はもちろん,そ こに含 まれる情報量 も膨大

であり,そ の全貌を説明することは容易ではない。本稿 は大正10年 前後の兼松の帳簿記入の

基本的な部分 を説明したにすぎない。当時の会計記録 にしても,例 えば兼松の シドニー支店

との取引はどのように記帳 されていたのか,シ ドニー支店の記帳はどのようになされていた

のか,為 替 レー トの換算はどのように処理されていたのか,そ うした様 々な会計学的疑問が

当然に提起 されよう。 また国内的には神戸本店での輸入商品の売却 もさることながら,東 京

支店へ輸送 して売却す ることも頻繁であった。そこでは,い わゆる本支店会計の問題が必然

的に想起 される。

さらに,大 正10年 というピボットから逆に明治期 を見てい くとき,ど の ような特徴が垣間

見 られるのか,ま た,大 正末年から昭和初年のシャン ド・システムを廃棄 した大幅な会計 シ

ステムの改革は,ど のような過程で実行 されたのか等々,『兼松資料』の豊潤な内容か らは多

くの疑問が提起される。さらに,こ うした一企業の会計制度の変更は,ど のように経営 ・経

済環境 と連動 し,ど のように経営 ・経済環境 に影響 を与えたのか。あるいは政府の税制,取

引規制,証 券行政 との関連 は如何なる形で存在 したのか といった社会科学的疑問 も沸いて く

る。そのような様々な問題 は,稿 を改めて徐 々に明らかにしたい。

注

1)藤 村 聡 ・山地秀 俊 「戦 前期 の企 業 内教 育 一貿易商 社兼松 の寄宿 舎制 度 一」『国民経 済 雑誌 』第191

巻 第2号(2005年2月)。

2)希 少 な先行 研究 と して,日 本郵船 を分 析 した 山 口不 二男 『日本郵船 会計 史 一個別 企 業会計 史 の

研究 一 財 務会 計篇/予 算 ・原価計 算篇 』 白桃書房1998/2000年 が ある。 ただ し同書 も何 らか の

命題 の提 示 に はいた って いない。

3)『 日豪 間通 信 神 戸 発状』T27号 信,大 正14(1925)年5月25日 。 下線 は筆 者 に よる。
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4)天 野雅敏 ・井川 一宏編 集 『兼松 資 料 目録 』(神 戸大 学経 済経 営研 究所1999年)参 照

5)シ ャ ン ド(AlexanderAlanShand)は,明 治期 にお いて 日本銀 行創 設期 に,大 蔵省 に招 聰 され,

銀 行会 計 を整備 した ス コッ トラ ン ド人 であ る。 彼の 明治6年 の著作 『銀 行簿 記精法 』 に記 され た

独 特 の会計 帳簿 記録 方法 が拡 張 され なが ら,シ ャ ン ド ・シス テム と して以後 日本 の銀 行界 ・産業

界 に広 まって い った。兼 松 の会計 記録 は その典 型で あ る と考 え られ る。

6)現 金 式仕 訳制 度 は,最 早,当 時 の経 営の要 請 に合 わな か った可能 性が あ る。 明治30年 に出版 さ

れ,兼 松 で も寄宿 舎 の テキ ス トとして利 用 され た佐野 善作 『訂正 増補 商 業簿 記教科 書』(同文 館,

明 治30年)で も,現 金式 日記 帳仕 訳 は,巻 末 に個 人商 店用 の簿 記 と して例 外 的 に練 習 問題 例 が記

載 され て い るにす ぎな い。 しか し兼松 の新入 店員 は,兼 松 の伝票 式現 金式 仕訳 の骨 子 を事 務現 場

で,あ るいは寄宿 舎教 育 や 当該 本 で学 んだ可 能性 は あ る。

7)神 戸大 学会 計学 研 究室編,『 会計 学辞 典』,同 文館 出版,「 現金 式仕訳 」(大 薮 俊哉稿)の 項 を参

照。

8)オ レイ ン酸 。洗浄羊 毛 の油脂 補 給 に使 用 され た。史料 のTangoは 丹後 丸積荷 を意 味 して い る。

9)い ず れ も羊 毛商 品 の一種 で,紡 績 原料 にな る羊毛 屑毛 で あ る。

10)こ こで1909年 に刊 行 され たアメ リカ のハ ッ トフ ィール ド(H.R.Hatfield)が 著 した 『近 代会

計学 』 の内容 を想 起 され たい。 当該 本 にお いてハ ッ トフ ィール ドは財 産法 的思考 あ るいは物的二

勘定 学説 か ら,貸 借対 照表 を中心 と して会計 学 を語 るが,そ の論 述 が進む につ れて,簿 記 理論 的

には従の 位置づ けの損益 勘 定 か ら得 られ る情報 が,当 時 巨大 化 した株 式会社 の経 営 に とって重要

で あ るこ とを認 め よ うとす る。 す なわ ち,語 る会計 思想 と要 求 され る会計思 想 が異 な ってお り,

混 乱 した と思 われ る。 兼松 は企 業 であ る ことか ら,そ う した経 営情 報獲 得課題 に逸早 く対応 して

い る よ うに 思 わ れ る。 山地 秀 俊,;ア メ リカ 会 計 理 論 に み られ る基 礎 的 理 念 の 検 討 一H,R,

Hatfieldの 所 説 を中心 と して一」 『国民経 済雑 誌』,58-77頁,第141巻 第6号(1980年6月)。

11)ち なみ に佐 野善 作氏 の著 作 では,(仕 訳)日 記帳(現 金仕 訳帳)と 元帳 を基 本 と した帳 簿記 録体

系 が例 示 され て い る。佐 野 善作,前 掲 書,409頁 ～460頁 。

12)

13)

14)

15)

『兼松 商店 史料 』 第四編

『日豪 間通信 シ ドニ ー来 状 』第756号 信,大 正3年7月1日

『続兼松 商 店史料 』 第二編

『日豪 間通信 神 戸 発状』 第86号 信,大 正10年3月3日
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